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ESSAY
たのしい、しんどいが人を強くしてくれる〜カナダ3ヶ月留学体験談〜

私は国際文化特別演習によるカナダでの 3ヶ月間の留学は、必ず将来のために有意義な経験になるだろうと考

えている。それは英語力の向上に限ったことではなく、ホームステイや友人づくりなどを通して、文化の違いを知り、

国際交流を重ねた結果、そう言えるものであると私は思う。パンフレットを読む多くの人の疑問は、留学に行って果

たして英語力は伸びるのかどうかだと思う。伸び幅は人それぞれあると思うけれど、確実に向上すると私は考えている。

日本では確実に体験することのない英語に囲まれた環境。日本語が通じないから、英語で物事を考え、発信しなけ

ればいけない。英語を話す中で発音だったりアクセントが自分の知っている英語と違い、伝わらずに渋い顔をされた

時は本当に辛かったけれども、これが英語の伸びに影響すると思う。最終的に私は英語圏の人が話すことを 8 割程

度は理解できるようになり、日本では経験することの少ない英語のアウトプット（主にスピーキング）が英語における

コミュニケーション力を高めてくれたと感じている。また、留学先においてコミュニケーションを取る場面は人によっ

て多少違うと思う。大学、ホームステイ先、あるいは友達といるときか…。私は大学の授業や授業後にオフィスに

訪問して先生と話すことが多かった。家ではゆっくり休んでメリハリをつけて、大学ではたくさん英語に触れる。自

分にとってはこれが一番しっくりきていたのでこのようにしていたけれど、これも人によって違うかもしれない。人に

よっては、英語圏の友達を作り、耳と口を英語に慣らしていた人もいたし、ホームステイ先の家族とのコミュニケーショ

ンを楽しんでいた人もいた。どういうやり方を選ぶかは、その人次第だろう。さらに、もう一つカナダでの貴重な経

験は、人に対して、特に家族に対して感謝の気持ちがとても大きくなったことだと思う。日本の家族は、いかに自分

のためにいろいろなことをしてくれていたのか、いかに自分のために時間を裂いて自分を優先してくれていたのか。日

本にいる時はむしろうざったいと思っていたが、本当にカナダにいる間に家族の大切さを痛いほど感じ、家族には常

日頃から感謝しなきゃいけないということを、私と同じように感じる人も多いのではないかと思う。

私は将来英語を使う仕事に携わるつもりで、現在も英語を使う機会がある。帰国してすぐに英語を使って話す場

面があった際にとっさに言葉が出てきて、留学前は時間がかかったものが、すぐに出るようになったので成長を実感

できた。私にとってカナダ留学は決して良いことばかりではなかったが、確実に経験して正解だったと言える。

参加者エッセー
Lethbridge

1 部英米文化学科３年
ATSUHIKO Honma
本間 敦彦

⓮  Weeks
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ESSAY
留学経験・Experiences in Canada

2 部日本文化学科３年

今回、3 ヶ月間の国際文化特別演習の参加を通して、たくさんの素晴らしい経験をすることができ

ました。その中でも、一番の目的であった英語力の向上はもちろん、現地の方々の物事の考え方や価

値観などから刺激をたくさん受けました。現地の大学生の勉強に対する姿勢や、社交的な人々の価値

観に学ぶべきことが多くあると感じました。常に英語が使える環境にあり、ホストファミリー、ルー

ムメイト、現地でできた友人たちとの生活は刺激的でとても充実していました。

参加した語学学校の EAP（English for Academic Purpose Program）のクラスは日本人 6 割、韓国

人3 割、中国人1 割の上級クラスで、主に現地での大学入学準備レベルの英語を、Reading & Writing、

Communication の 2 つの授業で週に 4 回受講するものでした。Reading & Writing では、3 回のエッ

セイ課題、英語で書かれた本の読解、Communication では、プレゼンテーションやディスカッショ

ンをメインに授業が進みました。講義自体は難易度が高く、時々くじけそうにもなりましたが、学習

面のサポートが充実していて、特に EAP の講師の方々のサポートがとても頼りになりました。また、

フィリピン系のホストファミリーと韓国人、コロンビア人の留学生との生活は大変充実していて、か

けがえのない時間を過ごしました。

先生方、家族、友人たちのサポートがあり実現した、海外を意識し始めた高校生の頃からの目標で

あった今回の海外留学を通じて、より一層、海外での生活することに憧れを抱くようになりました。

今回の経験を生かし、残り少ない大学生活をさらに充実したものにしていきたいと思うとともに、レ

スブリッジでの生活の中で見つけた課題に積極的に挑戦していきたいと考えています。

この国際文化特別演習では、すばらしい環境の中で英語の習得やカナダの自然、文化に触れること

ができます。1 学期（9 月〜 12 月） の期間ではありますが、とても貴重な経験になると思います。積

極性や目標を持ってぜひ参加してほしいです。

参加者エッセー
Lethbridge

RYOSUKE Oda
織田 凌祐

⓮  Weeks
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・パスポート申請

・プログラム 、

ホームステイ申し込み

・旅行保険加入

・eTA 取得

・その他

●英米文化特別演習Ⅰ
授業開始

（隔週土曜に２時限）

●オリエンテーション
（複数回）

●募集
●申し込み
●参加者発表

1月

４月上旬

●合同説明会　（プログラム紹介）

●結団式　（ホストファミリー情報、最終注意事項の確認など）

●英米文化特別演習Ⅱ
カナダでの授業開始（約 3 週間）
●９月下旬　終了

国際文化特別演習の場合
（14週間の留学）

 英米文化特別演習Ⅰ・Ⅱの場合
（半期授業、3週間の留学）

●報告書提出（留学を終えてのエッセー）
　研究発表会

●報告書提出（留学を終えてのエッセー）

●カナダでの留学スタート
（約 14 週間）

●12月中旬　終了

11月

７月下旬

８月下旬

１月中旬

９月上旬

10月下旬

研修までの流れ　

・旅行保険加入
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研修大学 研修期間 引率教員 参加学生数 委員

第１回 ブロック大学 平成12（2000）年度
7 月 7 日～８月 13 日

宝利 尚一 １8 名
（男子 7 名、女子 11 名）

米坂 スザンヌ
米坂 スザンヌ 岩崎 まさみ

第２回 ブロック大学 平成13（2001）年度
7 月 8 日～８月 12 日

井上 真蔵 22 名
（男子 5 名、女子 17 名）

米坂 スザンヌ
岩崎 まさみ 岩崎 まさみ

第３回 ブロック大学 平成14（2002）年度
7 月 7 日～８月 11 日

桑原 俊一 20 名
（男子 3 名、女子 17 名）

米坂 スザンヌ
上野 誠治 岩崎 まさみ

-
米坂 スザンヌ
岩崎 まさみ
大石 和久

第４回 ブロック大学 平成16（2004）年度
9 月 4 日～ 9 月 26 日

米坂 スザンヌ 25 名
（男子 2 名、女子 23 名）

米坂 スザンヌ
岩崎 まさみ 岩崎 まさみ

第５回 ブロック大学 平成17（2005）年度
9 月 4 日～ 9 月 25 日

24 名
（男子 4 名、女子 20 名）

米坂 スザンヌ
岩崎 まさみ
中川 かず子

第６回 ブロック大学 平成18（2006）年度
9 月 3 日～ 9 月 24 日

20 名
（男子 6 名、女子 14 名）

米坂 スザンヌ
岩崎 まさみ
中川 かず子

第７回 ブロック大学 平成19（2007）年度
9 月 2 日～ 9 月 23 日

22 名
（男子 4 名、女子 18 名）

米坂 スザンヌ
岩崎 まさみ
中川 かず子

第８回 ブロック大学 平成20（2008）年度
9 月 1 日～ 9 月 21 日

桑原 俊一 23 名
（男子 0 名、女子 23 名）

岩崎 まさみ
本城 誠二 上野 誠治

-
岩崎 まさみ
上野 誠治

第９回 ブロック大学 平成22（2010）年度
9 月 5 日～ 9 月 26 日

27 名
（男子 5 名、女子 22 名）

米坂 スザンヌ
岩崎 まさみ
中川 かず子

第 10 回 ブロック大学 平成23（2011）年度
9 月 4 日～ 9 月 25 日

田中 洋也 26 名
（男子 5 名、女子 21 名）

米坂 スザンヌ
ウィルマ・ルース 寺田 吉孝

第 11 回 ブロック大学 平成24（2012）年度
9 月 3 日～ 9 月 23 日

岩崎 まさみ 24 名
（男子 8 名、女子 16 名）

米坂 スザンヌ
ジェレミ・ブシャー 田中 綾

第 12 回 ブロック大学 平成25（2013）年度
9 月 1 日～ 9 月 22 日

上杉 忍 13 名
（男子 3 名、女子 10 名）

米坂 スザンヌ
ブリックリン・ゼフ テレングト アイトル

第 13 回 平成26（2014）年度
8 月 31 日～ 9 月 21 日

米坂 スザンヌ
田中 洋也
テレングト  アイトル

第 14 回
米坂 スザンヌ

上野 誠治

ジェレミ・ブシャー

第 15 回
米坂 スザンヌ

本城 誠二

ジェレミ・ブシャー

第 16 回 平成29（2017）年度
9 月 6 日～ 9 月 22 日

米坂 スザンヌ
本城 誠二
ジェレミ・ブシャー

第 17 回 平成30（2018）年度
9 月 3 日～ 9 月 21 日

米坂 スザンヌ
渡部 あさみ
ジェレミ・ブシャー

研修大学 研修期間 参加学生数 委員

第 1 回
ブロック大学 米坂 スザンヌ

上野 誠治
レスブリッジ大学 ジェレミ・ブシャー

第 2 回
ブロック大学 米坂 スザンヌ

本城 誠二
レスブリッジ大学 ジェレミ・ブシャー

第 3 回
ブロック大学 米坂 スザンヌ

本城 誠二
レスブリッジ大学 ジェレミ・ブシャー

第４回
ブロック大学 米坂 スザンヌ

渡部 あさみ
レスブリッジ大学 ジェレミ・ブシャー

平成 15（2003）年度　SARS の流行により中止

平成 21（2009）年度　世界流行のインフルエンザにより中止

栗原 豪彦

米坂 スザンヌ

中川 かず子

イアン・マンビ

上野 誠治

池内 静司

岩崎 まさみ

ウィリアム・ケイ

柴田 崇

米坂 スザンヌ

ブロック大学

レスブリッジ大学

３名（男子１名、女子２名）

３名（男子２名、女子１名）

14 名（男子 2 名、女子 12 名）

平成27（2015）年度　9月8日～12月18日

平成27（2015）年度　9月9日～12月17日

12 名（男子 3 名、女子 9 名）

米坂 スザンヌ

大森 一輝

森川 慎也

テレングト・アイトル

ジェレミ・ブシャー

ジェレミ・ブシャー

レスブリッジ大学

レスブリッジ大学

レスブリッジ大学

レスブリッジ大学

ブロック大学

ブロック大学

ブロック大学

ブロック大学

14 名（男子 2 名、女子 12 名）

12 名（男子 2 名、女子 10 名）

13 名（男子 6 名、女子 7 名）

11 名（男子 7 名、女子 4 名）

12 名（男子 8 名、女子 4 名）

10 名（男子 4 名、女子 6 名）

平成27(2015）年度
9 月 6 日～ 9 月 27 日

平成28(2016）年度
9 月 6 日～ 9 月 23 日

平成 27(2015）年度　最少催行応募人数の 10 名に至らなかったため中止

平成 28(2016）年度　最少催行応募人数の 10 名に至らなかったため中止

３名（男子２名、女子１名）

３名（男子 1 名、女子 2 名）

２名（男子 1 名、女子 1 名）

３名（男子２名、女子１名）

２名（男子２名、女子 0 名）

３名（男子２名、女子１名）

平成28（2016）年度　9月6日～12月16日

平成29（2017）年度　9月6日～12月16日

平成30（2018）年度　9月4日～12月14日

平成29（2017）年度　9月7日～12月15日

平成30（2018）年度　9月4日～12月14日

平成28（2016）年度　9月7日～12月15日

海外研修事業の歴史
■人文学部 英米文化特別演習╱国際文化演習 実施一覧表

■人文学部 国際文化特別演習 実施一覧表
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北海学園大学　人文学部
〒062-8605　札幌市豊平区旭町4丁目１番40号
TEL：011- 841-1161（内線2132）
FAX：011- 824-7729
北海学園大学 URL：http://hgu.jp/
北海学園大学人文学部 URL：http://human.hgu.jp/

edit : Labbott
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